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国立大学法人岡山大学（津島地区）構内交通規制等実施要項

平成２２年１２月 １日

学 長 裁 定

改正 平成２３年 ４月 １日

（趣旨）

第１条 この要項は，岡山大学（以下「本学」という。）の津島地区構内における交通安

全及び騒音防止対策のため，同地区における車両の交通規制に関し，必要な事項を定め

るものとする。

（定義）

第２条 この要項において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに

よる。

一 自動車 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）に規定する自動車をいう。

二 自動二輪車等 道路交通法に規定する自動二輪車及び原動機付自転車をいう。

三 車両 自動車及び自動二輪車等

四 部局 本部（法人監査室，学長戦略室，保健管理センター，環境管理センター，情

報統括センター，教育開発センター，言語教育センター，スポーツ教育センター，学

生支援センター，キャリア開発センター，アドミッションセンター，国際センター，

自然生命科学研究支援センター，埋蔵文化財調査研究センター，研究推進産学官連携

機構並びに教育研究プログラム戦略本部の戦略的プログラム支援ユニット及び異分野

融合先端研究コアを含む。）， 文学部，教育学部，法学部，経済学部，理学部，薬学

部，工学部，環境理工学部（廃棄物マネジメント研究センターを含む。），農学部，

マッチングプログラムコース，教育学研究科（教師教育開発センターを含む。），社

会文化科学研究科，自然科学研究科（極限量子研究コアを含む。），環境学研究科，

医歯薬学総合研究科（薬学系），法務研究科及び附属図書館

五 部局長 前号に規定する部局の長をいう。本部にあっては，理事（社会貢献・国際

担当）とする。

（構内の移動）

第３条 津島地区構内で車両を運転する者は，学内標識その他の規制に従い，安全運行を

保持する義務を負うものとする。

２ 津島地区構内における車両の制限速度は，時速２０㎞とする。

３ 津島地区構内における車両の運行は，原則として門から第４条に定める駐車場等まで

の間に限るものとし，構内の施設間の移動に際して車両を使用することは，特別の事情

がある場合を除き，これを認めない。

（駐車場等）

第４条 津島地区構内に次の駐車場及び駐輪場（以下「駐車場等」という。）を設け，標

識（様式１）を立て区分するものとする。

一 職員・学生用自動車駐車場

二 外来者用自動車駐車場

三 職員・学生用自動二輪車等駐輪場

四 自転車駐輪場

２ 前項に掲げるもののほか，各部局長は，行事その他の業務のために臨時に駐車場等を
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設置するときは，構内臨時駐車場等設置届出書（様式２）により，あらかじめ理事（社

会貢献・国際担当）に届け出なければならない。

３ 第１項第１号及び第３号の駐車場等の使用については，原則として収容可能台数の範

囲内で，毎年度更新による許可制とする。

第５条 駐車場等の使用条件は，次のとおりとする。

一 職員・学生用自動車駐車場

イ 本学の職員（役員を含む。以下同じ。）及び学生を対象とし，次条に定める許可

証の明示なき自動車は，使用を認めない。

ロ 原則として，本学が指定する駐車場を使用させるものとする。

ハ 原則として，２日以上引続いての使用は認めない。

二 外来者用自動車駐車場

イ 外来者は，本学が指定する駐車場を使用させるものとする。

ロ 午後１０時から午前６時までの間は，使用を認めない。

三 職員・学生用自動二輪車等駐輪場

イ 本学の職員及び学生を対象とし，次条に定める許可証の明示なき自動二輪車等は，

原則として使用を認めない。

ロ 原則として，本学が指定する駐輪場を使用させるものとする。

ハ 原則として，２日以上引続いての使用は認めない。

（車両の入構許可）

第６条 車両を運転して入構しようとする者は，入構許可証（以下「許可証」という。）

の交付を受けなければならない。

（許可証の種類）

第７条 許可証の種類は，次の５種類とする。

一 一般駐車許可証 車両を対象とし，年間を通じての使用を許可する。

二 特別駐車許可証 自動車を対象とし，期間（概ね３月以内）を定めて使用を許可す

る。

三 臨時駐車許可証 自動車を対象とし，使用日（概ね５日以内）を限定して使用を許

可する。

四 夜間駐車許可証 自動車を対象とし，時間（１７時から７時）を定めて使用を許可

する。

五 休日駐車許可証 自動車を対象とし，休日を定めて使用を許可する。

２ 前項第１号，第２号，第４号又は第５号の許可証の発行は安全衛生部が行い，前項第

３号の許可証は用務先部局で発行することができる。

（一般駐車許可証）

第８条 一般駐車許可証（様式３）は，次の各号のいずれかに該当する者について，発行

することができる。

一 通勤のため車両を使用することを常態とする職員で，通勤距離が片道５㎞（自動二

輪車等を使用する場合は片道２km）以上のもの

二 深夜に至る研究又は夜間・早朝にしかできない実験等で公共交通機関が利用できな

い等の事情がある大学院生又は学部４年次生以上で，次のいずれにも該当するもの

イ 自宅からの通学者で，通学距離が片道５㎞（自動二輪車等を使用する場合は片道

２㎞）以上５０㎞以内のもの
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ロ 申請時に自動車等の運転免許を取得しており，かつ車両（申請者が被保険者に含

まれる任意保険に加入）を所有（名義に関係なく，実質的な使用権が本人にある場

合を含む。）しているもの

２ 前項の規定にかかわらず，次のいずれかの特殊事情により，車両以外の方法では通勤

又は通学が著しく困難な場合は，駐車場の使用を許可することができる。

一 職員・学生で身体に障害がある場合

二 職員・学生で親族の保育又は介護のため，通勤又は通学途上に車両で送迎を行う必

要がある場合

三 社会人学生が勤務先から直接通学する必要がある場合

四 通勤距離が片道２㎞以上の職員で，次のいずれかに該当する場合

イ 深夜に至る実験・研究，業務又は夜間・早朝にしかできない実験等で公共交通機

関が利用できないことが常態である者

ロ 職員で本学の夜間主コース等に在学している場合

五 その他部局長が特に必要であると認める場合で，理事（社会貢献・国際担当）の承

認を得た場合

３ 学外者においては，次の各号に該当する者を対象として，駐車場の使用を許可するこ

とができる。

一 本学の取引業者

二 生活協同組合職員

三 工学振興会職員

四 放送大学職員・学生

五 その他本学が認めた者

（特別駐車許可証）

第９条 特別駐車許可証（様式４）は，次の各号のいずれかに該当する場合で，自動車で

の通勤又は通学が必要であると認められる者に発行することができる。

一 職員・学生で一時的な前条第２項第２号及び第４号イに規定する事由がある場合

二 職員・学生で骨折，捻挫その他一時的な身体の障害（妊娠を含む。）のため，自動

車を使用しなければ通勤又は通学が困難な場合

三 その他部局長が特に必要であると認める場合で，理事（社会貢献・国際担当）の承

認を得た場合

２ 学外者においては，次の各号に該当する者を対象として，駐車場の使用を許可するこ

とができる。

一 本学の取引業者

二 生活協同組合職員

三 工学振興会職員

四 放送大学職員・学生

五 その他本学が認めた者

(臨時駐車許可証）

第１０条 職員・学生が，本学の行事又は課外活動その他特別な事由により，一時的に自

動車での入構が必要であると部局長が認める場合は，臨時駐車許可証（様式５）を発行

することができる。
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（夜間駐車許可証）

第１１条 夜間駐車許可証（様式６）は，次の各号のいずれかに該当する場合で，自動車

での入構が必要であると認められる者に発行することができる。

一 第８条第２項第３号に該当する事由がある場合

二 深夜に至る研究又は夜間・早朝にしかできない実験等で公共交通機関が利用できな

い等の事情がある大学院生又は学部４年次生以上

三 職員

四 放送大学学生

五 その他部局長が特に必要であると認める場合で，理事（社会貢献・国際担当）の承

認を得た場合

（休日駐車許可証）

第１２条 休日駐車許可証（様式７）は，次の各号のいずれかに該当する場合で，自動車

での入構が必要であると認められる者に発行することができる。

一 国立大学法人岡山大学職員就業規則（平成１６年岡大規則第１０号）第４２条の２

に掲げる休日（以下「休日」という。）に研究又は実験等の事情がある大学院生又は

学部４年次生以上

二 職員

三 放送大学学生

四 その他部局長が特に必要であると認める場合で，理事（社会貢献・国際担当）の承

認を得た場合

（適用除外）

第１３条 次の各号のいずれかに該当する車両については，第６条の規定は適用しない。

一 駐車券を利用する外来者の自動車

二 本学が所有する自動車

三 救急用自動車及び消防自動車

四 郵便物，新聞，宅配便等の配達車両

五 不燃物及び可燃物収集自動車

六 教育研究等のための借上のバス

七 タクシー

八 その他本学が特別に認めた車両

２ 午後１０時から午前６時までの間に，駐車券を利用して入構しようとする者は，あら

かじめ守衛所で入構手続きをしなければならない。

（駐車等の許可申請）

第１４条 職員・学生で一般駐車許可証，特別駐車許可証，夜間駐車許可証又は休日駐車

許可証の交付を受けようとする者は，安全衛生部に職員・学生入構許可申請書（様式８）

を提出するものとする。

２ 職員・学生で第８条第２項第５号又は第９条第１項第３号の規定に基づく一般駐車許

可証又は特別駐車許可証の交付を受けようとする者は，部局長が特に必要があると認め

た場合，安全衛生部に職員・学生入構許可申請書を提出するものとする。

３ 業者で一般駐車許可証又は特別駐車許可証の交付を受けようとする者は，安全衛生部

に業者入構許可申請書（様式９）を提出するものとする。

４ 職員・学生で臨時駐車許可証の交付を受けようとする者は，用務先部局に臨時駐車許

可申請書（様式５）を提出するものとする。

５ 申請の手続き方法については，別に定める。
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（許可証の交付）

第１５条 安全衛生部は，駐車場・駐輪場使用許可台帳（様式１０）に許可を受けた者の

情報を登録し，許可証（様式３～７）を申請者に交付するものとする。

（自動車駐車料金）

第１６条 第７条第１項第１号，第２号，第４号及び第５号に定める駐車許可を受ける場

合は，駐車料金を納入しなければならない。

２ 第７条第１項第３号に定める臨時駐車料金は，次項に規定する外来者の駐車料金とす

る。

３ 第１３条第１項第１号の外来者の駐車料金は，現金で支払うものとする。ただし，次

の各号のいずれかに該当する場合は，サービス券を交付することができる。

一 本学主催の行事に参加する場合

二 本学が要請して来学した場合

三 本学に大学訪問等で来学するため申請して許可された場合

四 本学に寄附又は外部資金を申し込む場合

五 行政機関等から公務で来学した場合

六 工事関係者等

七 その他理事（社会貢献・国際担当）又は部局長が認めた場合

４ 駐車料金及びその収納方法等については，別に定める。

（職員・学生への周知）

第１７条 各部局は，許可申請等のお知らせ（様式１１）を掲示し，職員・学生に周知徹

底させるものとする。

第１８条 自動車等の入構可能な門には，構内交通規制のお知らせ（様式１２）を掲示す

る。

（交通整理業務の委託）

第１９条 津島地区構内の交通安全対策を円滑に行うため，業者に津島地区構内の交通整

理を委託することができるものとし，次の業務を行わせる。

一 第３条及び第５条に定めた事項を守るよう指導する。

二 本学が定めた駐車禁止区域内への駐車・駐輪に対し指導する。

三 前２号に違反した車両に対して，次の措置を行う。

イ 警告書（様式１３）を自動車の場合は運転席側の窓ガラス又は運転席前面ガラス

に，自動二輪車等の場合は燃料タンク等に貼りつけ，車両登録番号を控える。

ロ パーキングロックを取り付け施錠する。

四 その他，本要項の目的達成上特に必要とする事項

（違反者）

第２０条 違反を繰り返す場合や虚偽報告，交通整理員への暴言等，特に悪質と判断され

る場合，当該違反者の所属する部局は会議等で報告するとともに，当該違反者へ厳重に

注意・指導，駐車許可の取り消し等の処分を行うものとする。

２ 前条第３号の措置を受けた違反者は念書（様式１４）を提出のうえ，パーキングロッ

ク解除措置を受けるものとする。

（駐車禁止区域）

第２１条 津島地区構内に駐車禁止区域を設定し，これに標識を立て明示するものとする。
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（要項の準用）

第２２条 津島地区以外の職員・学生が津島地区構内へ自動車で入構する場合は，本学の

指定する駐車場へ駐車し，当該地区発行の駐車許可証又は用務先部局で発行を受けた臨

時駐車許可証を明示することとする。

（特定区間の交通制限）

第２３条 部局長は，当該部局において，特定区間の交通を制限し又は交通の方法を変更

する等の必要が生じたときは，構内交通措置申出書（様式１５）により，速やかにその

旨を理事（社会貢献・国際担当）に申し出るものとする。

２ 理事（社会貢献・国際担当）は，前項の申出について，交通安全上の支障がないと判

断した場合は，許可するものとする。この場合，必要な条件を付すことができるものと

する。

（門の開閉等）

第２４条 構内に通ずる門の開閉時間は，次のとおりとする。

一 終日開放

二 午前６時から午後１０時まで開放，午後１０時から午前６時まで閉鎖する。（ただ

し，休日については終日閉鎖する。）

三 終日閉鎖

四 開閉を関係部局に一任する。

２ 門扉等の指定は，次表のとおりとする。

区 分 門 扉 等 の 指 定

一 ※西門（文・法・経済学部正門），※薬学部北東門（正門），※本部棟

・農学部間の門，※体育館前門，※東門，※本部棟正門

二 ※農学部附属山陽圏フィールド科学センター西南門

三 ※教育学部門，※農学部正門，※保健管理センター北東門 ※理学部南

門，※農学部南門及び北門，農学部附属山陽圏フィールド科学センター

西北門，※岡山大学生活協同組合売店北門，※一般教育棟北東門，※合

宿所北門

四 ※野球場門

※は 歩行者，自転車の通行可

（その他）

第２５条 この要項に定めるもののほか，交通規制の実施に関し，必要な事項は，別に定

める。
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附 則

１ この要項は，平成２２年１２月１日から施行する。ただし，第１６条の規定は，平

成２２年１０月１日から施行し，平成２２年度に駐車許可を受ける者の駐車料金は，

一律２，０００円とする。

２ 国立大学法人岡山大学（津島地区）構内交通規制等実施要項（平成１６年４月１日

学長裁定。以下「旧要項」という。）は，廃止する。

３ 平成２２年４月１日にすでに旧要項に基づき，発行されている有効な許可証は，こ

の要項に基づき発行されたものとみなす。

４ 第７条に基づく許可ができない者について，部局長が駐車許可が必要であると認め

た場合は，平成２１年度の各部局の許可基準の範囲内に限り，第４条第３項に基づく

理事（社会貢献・国際担当）の承認があったものとして取り扱うことができる。

附 則

この要項は，平成２３年４月１日から施行する。


